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新たなモニタリング・評価制度グループ 検討内容

働き方改革を実効的なものとするため、①モニタリング調査（職場環境評価）
の実施、②モニタリング結果の活用方法や③マネジメント能力や部下の健康管
理への適切な対応といった要素を含めた人事評価のあり方を検討する

目標

現在の課題

① 既存でも職員意識調査はやっているが、職場環境や働き方改革の実効性を確認できるもの
となっておらず、またその結果を施策や人事に活用しきれていない。

② 職場環境改革では、管理職の意識・行動に変化を促すことが重要。そのためには、上記調
査結果を管理職の評価等に活かす必要がある。

③ 既存の人事評価基準では、管理職が職場環境に与えている影響等を評価できていない。

④ 実際の人事（昇任）が、例えばパワハラや職員の健康管理への対応、マネジメント能力等
を適切に評価されたものとなっているのか、多くの職員から指摘がある。

職員意識調査を、主に民間で導入されている組織等のモニタリング調査手法・内容に改変する。
（全庁的な働き方改革の実効性の確認や詳細な経年比較が可能なものに改変）

適切な職場環境の整備や働き方改革に係る意識・取組等を管理職の人事評価の対象とする。

360度評価の導入とその活用方法の検討及び既存の人事評価基準の見直し

人事評価と人事（昇任）のプロセスを明らかにする。

課題解決へのタスク
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新たなモニタリング・評価制度グループ 検討内容

具体的な取組と留意点

○ モニタリング調査の導入（試行実施）

・他のワーキンググループの取組状況がチェック（ＰＤＣＡサイクルのＣ）できるものにする

・既存のストレスチェックとの連携・整合性を図る

○ モニタリング調査結果と管理職の人事評価との連動検討

・管理職の働き方改革への意識・取組等に係る評価を定量的に把握

・経年比較を可能にし、上記基準の達成状況等を定期的に確認

○ 360度評価の導入と活用方法の検討

・「ハラスメントがない」「上意下達が強すぎない」「風通しが良い」「 自由闊達に意

見が言える」環境が実現できているか等を評価し、その評価結果を活用する方法を検討

○ 働き方改革に係る取組等を評価するための、人事評価（能力評価）基準の見直し

○ 昇任基準の設定と人事プロセスの見直し

・昇任基準を設け、人事（昇任）に係る客観的な説明責任を果たす機会の導入を検討
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４

（※人事そのものではなく、人事案の検討が昇任基準を踏まえたものとなっていることについて、

説明責任を果たし、職員の人事に対する信頼等を確保するための仕組み）



新たなモニタリング・評価制度グループ 検討内容

各取組項目におけるスケジュール（想定）

これらの取組に当たっては、民間コンサル業者に委託を想定
９月補正にて要求（委託料）
主な委託内容：モニタリング調査・設計・結果分析、

360度評価設計・活用方法検討、評価基準の見直し、導入支援等

取組項目 ８月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

モニタリング調査

調査結果と
管理職の人事評価との
連動検討

360度評価の導入と
活用方法の検討

人事評価基準の見直し

昇任基準の設定と
人事プロセスの見直し

補正予算要求 入札・契約 調査設計
試行

実施

分析・

報告

同 上 分析・

検討

運用

開始

課題等
整理・
報告

見直し

運用

開始

結果

報告

同 上

同 上 同 上 導入検討 試行

実施

運用

開始

見直し 結果

報告

運用

開始
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同 上 同 上

同 上 同 上



モニタリング調査等導入イメージ

1○ モニタリング調査

多様な分析軸、経年比較（所属別、年代別等）

オンライン上で調査結果を自動集計・表示

対策が必要な項目等の見える化

社会心理学を基に、本県の実情に即した設問設計・支援

現状分析・結果の提示

結果を踏まえた課題設定・対策実行支援

組織状態を点数や偏差値で表示

組織全体の「組織風土」に課題がある
など、対応すべきポイントを明示

３０代の離職リスクが高いなど年代別等で分析

データをもとにした合理的・建設的が議論が可能
データから導かれた組織課題に応じた有効な対応策を実行組織の健康状態を可視化

アクション



3

オンライン上で自動集計・経年比較

○ ３６０度調査

対象者本人と
周りの職場仲
間が、対象者
の日頃の行動
や職務遂行能
力などを評価

科学的な調査方法論に則り、精度の高い評価項目を設定

「求める人物像や組織の価値観を基にした作成方法」
「活躍する人物を基にした作成方法」 など

フィードバックレポート

「本人評価」と「協力者評価」のギャップを提示し、
認識のずれを把握することが可能
職員の弱点を補う研修の実施・人事異動の参考（昇任の
際のネガティブチェック？）にする

「上司」「同僚」「部下」など協力者別の
結果も表示可能

モニタリング調査等導入イメージ

アクション

上司（だけ）が部下を評価するという従来の
方法とは異なり、多様で客観的な視点を取り
入れるためより多くの気づきが得られる



人事評価・人事に係る各種システム等関係図

人事・給与
システム

・実績評価

・能力評価 評価項目追加

研 修
システム

青 紙

Ｂ
スキルセット設定

Ｇ

所属意見

人事異動参考調書（～係長）

Ａ

システム化
（Ｒ５当初予算29,000千円）

360度評価
Ｆ

昇任基準

モニタリング調査
Ｅ

H

H

異動履歴
休暇状況等

Ｃ

人事評価
システム

Ｄ

これまでは

を組み合わせて異動・昇任を決定

Ａ Ｄ

これから

～ ＧＡ

WG

WG

～

を総合的に評価して、異動・昇任を決定

WG

を基に

（働き方改革に
沿って見直し）

WG


